
  

あなたに薦める『この一冊』11月

常翔学園中・高図書館

　　・　読まずにわかるこあら式英語のニュアンス図鑑

 　　　  こあらの学校[著]　　KADOKAWA

　　・　一度読んだら絶対に忘れない英文法の教科書

 　　　  牧野智一[著]　　SBクリエイティブ

　　・　ヒップホップ英会話入門

 　　　　TARO[著]　　DU BOOKS

1953年5月1日、福岡市生まれ。本籍・佐賀市。早稲

田大学法学部卒業。銀行員、代々木ゼミナール講師、

常葉学園大学教授を歴任。政治思想、法制度論、経済

分析、社会時事評論などの分野で、評論家として活

動。日米の政財界、シンクタンクなどに独自の情報源

をもち、日本人初の「民間人・国家戦略家」として、

日本は国家として独自の国家戦略を持つべきだ、と主

張している。副島国家戦略研究所（SNSI）主宰。

出典：「副島隆彦の学問道場」内『副島隆彦のプロファイル

（profile、人物寸評）』(https://snsi.jp/profile/)

編集後記：日本ほど祝日が多くない米国ですが、この11月には、Veterans DayとThanksgiving 

Day という2日の祝日が。何の日?!と思ったあなたは、ぜひ辞書などでご確認を！

そえじまたかひこ

副島隆彦豆知識

「日本は世界最低の英語教育の国だ。
英文法の謎を解くが甦る」上･下
副島隆彦[著] 徳間書店

話す？ 書く？ 英語あれこれ
図 書 館 所 蔵 関 連 図 書

私は筆者の「英文法の謎を解く」(1995年)、「続・英文法の

謎を解く」(1997年)、「完結・英文法の謎を解く」(1998年)

の三部作を熟読し、英語教育の違った視点の提示に目を白黒して

楽しみました。

筆者は実は米国政治や国家戦略の専門家なのですが、昔に予備

校講師や外資系銀行員をしていたので英語や英会話には精通して

います。学生達が理解もせずに、ただやみくもに暗記した英文法

を堅苦しい参考書の説明よりも、すごく分かりやすく、丁寧に解

説してくれている。彼の著者は業界のベストセラーになり、続編

が何度も出たので英語教育の重鎮にも目を付けられ、英語の解釈

の違いで議論を巻き起こしたりもしました。私が塾の先生をして

いた時に「何か英語の面白い話題」が無いものかと、英語関係の

新書を読み漁っていた時に巡り合いました。

aとtheの説明、be動詞の再考、itとoneの違い、haveとbeの

考え方など、基本だがあまり文法書でも取り扱われない項目に焦

点を当てているのが面白かった。また彼が英語のどこで苦労して、

どう克服したかやネイティブの友達との細かい英語表現の差を議

論する箇所が面白い。

生徒達にも英語の勉強にもなるし、細かな面白い英語の情報が

散りばめられているので、一度読んで欲しいと思います。

英語を勉強したい。でも教科書は

面白くない。ストリート・カル

チャーを愛する君(ヘッズ)のための参

考書。ラップ/DJ/ダンス/バスケット

ボール/スケートボード/グラフィティ

のシーン別レッスンで、今すぐ使え

るリアルな日常会話表現を紹介。

英語教諭 清水 健司

高校 2年14組副担任

国内トップ通訳者兼超人気英語講師による、画

期的な英文法の教科書！ 「英文法って、こんな

に面白かったんだ！」「気が付いたら、英文法が

すべて頭に入っていた！」と話題沸騰の大人気授

業を書籍化。ネイティブの思考が勝手に身につく、

“新感覚”の英文法の教科書！

SNSでバズりまくりの、可愛すぎてわかりや

すすぎる英語解説を行っているこあたんがつい

に本を作りました。英語単語の使い分けやニュ

アンスの違い、知っておきたいことを紹介。覚

えにくかったり紛らわしい内容が、イラストで

一目でわかります！

★清水 健司（シミズ ケンジ）先生の紹介★

＊担当科目・クラス

英語表現Ⅰ(高1年10・11・16組)

英語コミュニケーションⅡ（高2年13・14組）

＊星座 → おとめ座

＊趣味 → 海外旅行

＊自分の中学・高校生活 → クラブ活動、アルバイト

＊本校生の印象 → 真面目な生徒が多い

＊感動した本 → 「深夜特急」沢木耕太郎[著] 新潮社

＊中学・高校時代に読んでおくことが望ましい本

「風と共に去りぬ」マーガレット・ミッチェル[著] 新潮社


